
17
歳
、一
人
の
出
発

　
「
俺
は
、
中
学
を
4
年
で
辞

め
る
」

　

兄
清
孝
が
そ
う
言
っ
て
、
家

族
を
驚
か
せ
た
の
は
、
旧
制
中

学
３
年
生
、
16
歳
の
と
き
だ
っ

た
。

　
「
事
業
を
や
る
。
金
儲
け
を
す
る
の
だ
」
と
い
う
言
葉
に
周

囲
が
驚
い
た
。
清
孝
は
、
特
に
理
科
、
物
理
の
成
績
が
ず
ば
抜

け
て
い
た
が
、
人
は
、
成
績
よ
り
も
彼
の
向
学
心
を
評
価
し
て

い
た
と
い
う
。
そ
ん
な
彼
が
勉
強
を
辞
め
る
と
言
う
の
だ
。

　

彼
は
言
っ
た
。「
父
さ
ん
、
母
さ
ん
に
苦
労
を
か
け
る
の
は

も
う
耐
え
ら
れ
な
い
ん
だ
」

　

父
の
退
職
。
当
時
、
多
く
の
弟
た
ち
を
養
う
た
め
の
苦
渋
の

決
断
だ
っ
た
。

　

世
界
の
「
フ
ル
ノ
」。
そ
の
歴
史
の
始
ま
り
を
告
げ
る
、
ま

さ
に
産
声
と
も
い
え
る
彼
の
宣
言
だ
っ
た
。

ラ
ジ
オ
修
理
業
か
ら
船
の
電
気
艤
装
工
事
へ

　

南
有
馬
町
大
江
で
幼
少
期
を

過
ご
し
た
古
野
清
孝
、
清
賢
。

二
人
と
も
小
さ
い
頃
か
ら
メ
カ

が
大
好
き
、
と
い
う
以
外
は
、

ど
こ
に
で
も
い
る
「
わ
ん
ぱ
く

小
僧
」
だ
っ
た
。
そ
ん
な
二
人

が
大
き
く
な
り
、
清
孝
が
家
族

に
「
退
学
」
宣
言
を
し
た
後
、

実
際
に
口
之
津
町
大
屋
、
貝
瀬

川
河
口
付
近
で
、
ラ
ジ
オ
を
主
に
扱
う
「
古
野
電
気
商
会
」
を

立
ち
上
げ
た
の
が
、
18
歳
の
と
き
。
当
時
14
歳
だ
っ
た
清
賢
と

と
も
に
、
小
さ
い
な
が
ら
も
洋
々
と
し
た
船
出
だ
っ
た
。

　

堅
実
な
仕
事
ぶ
り
が
評
価
さ
れ
、
事
業
は
順
調
。
さ
ら
に
本

業
だ
け
で
な
く
、
副
業
と
し
て
、
漁
船
の
集
魚
灯
の
工
事
を
行

う
な
ど
、
休
む
暇
も
な
い
毎
日
に
と
き
に
は
体
を
壊
す
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
う
。

泡
が
出
と
り
ゃ
か
な
ら
ず
魚
は
下
に
お
る

　

そ
ん
な
二
人
に
世
界
の
漁
業

を
変
え
る
出
逢
い
が
あ
っ
た
の

は
、
昭
和
18
年
。
清
孝
22
歳
の

夏
の
こ
と
だ
。

　

照
り
返
し
の
ひ
ど
い
甲
板
の

上
で
作
業
を
し
て
い
る
と
、
親

し
く
な
っ
た
船
頭
が
言
っ
た
。

　
「
俺
は
、
海
の
中
に
、
魚
が

い
る
か
ど
う
か
わ
か
る
。
そ
れ

も
魚
が
何
百
箱
と
れ
る
か
ま
で

な
」

　

当
時
か
ら
好
奇
心
の
強
か
っ
た
清
孝
は
眼
を
丸
く
し
た
。
な

ぜ
な
の
か
教
え
て
く
れ
と
何
度
も
食
い
下
が
る
が
、
な
か
な
か

教
え
て
く
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
あ
る
夜
、
酒
に
酔
っ
た
船
頭
が

ぼ
そ
り
と
言
っ
た
。

　
「
泡
さ
。
魚
も
生
き
物
だ
か
ら
呼
吸
す
る
。
１
匹
く
ら
い
の

呼
吸
じ
ゃ
泡
は
出
な
い
が
、
山
ほ
ど
の
魚
の
群
れ
が
呼
吸
を
す

れ
ば
泡
が
で
き
る
。
逆
に
言
え
ば…

」

　

船
頭
は
、
ふ
う
っ
と
息
を
吐
く
と
言
っ
た
。

　
「
泡
が
出
る
そ
の
す
ぐ
下
に
は
、
必
ず
魚
が
い
る
の
さ
」

　

清
孝
の
背
中
に
稲
妻
が
走
っ
た
。

泡
で
魚
が
捕
れ
な
い
か

　

終
戦
を
間
に
挟
ん
で
、
と
き
は
昭
和
20
年
の
暮
れ
。

次
頁
に
続
く
←

　

古
野
電
気
の
創

業
者
。
漁
業
を
科

学
化
し
た
い
と
い

う
一
心
か
ら
魚
群

探
知
機
の
開
発
に
挑
み
、１
９
４
８
年
、

世
界
に
先
駆
け
て
魚
群
探
知
機
の
実
用

化
に
成
功
し
た
。
そ
の
後
ロ
ラ
ン
受
信

機
、
レ
ー
ダ
ー
な
ど
の
画
期
的
な
技
術

開
発
を
主
導
し
、
数
多
く
の
特
許
を
取

得
。
社
長
、
会
長
を
経
て
、
現
在
88
歳

な
が
ら
名
誉
会
長
と
し
て
活
躍
中
。
大

正
９
年
生
ま
れ
。
勲
三
等
瑞
宝
章
（
平

成
３
年
）
な
ど
受
章
（
賞
）
多
数
。

　

15
歳
で
ラ
ジ
オ

技
師
の
資
格
を
取

得
。
兄
の
開
発
す

る
魚
群
探
知
機
の

実
証
実
験
を
担
当
し
、
そ
の
実
用
化
に

大
き
く
貢
献
し
た
。
徹
底
し
た
現
場
主

義
と
、
指
導
力
で
兄
清
孝
と
経
営
を

担
っ
た
。
社
長
、
会
長
を
経
て
、
現
在

常
任
相
談
役
。現
場
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

時
間
が
あ
れ
ば
、現
場
を
訪
ね
る
毎
日
。

旭
日
小
綬
章
（
平
成
19
年
）
な
ど
受
章

（
賞
）
多
数
。

両
氏
の
軌
跡

　

古
野
清
孝
・
古
野
清
賢
氏
は
、

１
９
３
８
年
、
南
有
馬
町
（
現
南

有
馬
支
所
付
近
）
で
、
ラ
ジ
オ
の

販
売
、
修
理
を
始
め
ま
し
た
。
そ

の
後
、
口
之
津
町
に
事
業
所
を
移

し
、
昭
和
13
年
に
古
野
電
気
商
会

を
設
立
。
口
之
津
町
で
、
魚
群
探

知
機
を
発
明
し
、
実
用
化
に
成
功

し
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
、「
も
っ
と
広
い
視

野
で
の
経
営
」
を
求
め
、
兵
庫
県

西
宮
市
に
本
社
を
移
し
、
船
舶
用
、

医
療
用
機
器
、
情
報
通
信
機
器
の

世
界
的
な
メ
ー
カ
ー
に
成
長
さ
せ

ま
し
た
。

名
誉
市
民
と
し
て
の
古
野
氏

　

旧
南
有
馬
町
か
ら
平
成
17
年
12

月
16
日
に
南
有
馬
町
名
誉
町
民

の
称
号
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
３
月
31
日
に
南
島
原

市
が
誕
生
。
名
誉
市
民
条
例
は
、

同
年
12
月
市
議
会
に
名
誉
市
民
条

例
で
が
定
め
ら
れ
、
全
会
一
致
で
、

引
き
続
き
名
誉
市
民
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
市
は
、
名
誉
市
民
証

が
旧
南
有
馬
町
名
で
あ
る
こ
と
、

そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
改
め
て
名
誉
市
民
証
を

贈
る
こ
と
を
計
画
。
今
年
３
月
29

日
、
実
現
し
た
も
の
で
す
。
な
お
、

名
誉
市
民
は
10
人
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
い
ず
れ
も
合
併
前
に
認
定
。

両
氏
以
外
は
す
で
に
お
亡
く
な
り

に
な
っ
て
い
て
、
今
回
、
合
併
後

初
め
て
の
名
誉
市
民
証
の
授
与
と

な
り
ま
し
た
。

ほ
か
に
も

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す

●
古
野
科
学
賞

　

平
成
16
年
か
ら
両
氏
の
私
費

を
投
じ
、
旧
南
有
馬
町
で
、
古

野
賞
科
学
技
術
展
を
開
催
。
南

島
原
市
と
な
っ
た
現
在
も
、
市

内
小
中
学
生
の
夏
休
み
期
間
中

の
自
由
研
究
成
果
の
発
表
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
南
島
原
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

　

両
氏
は
、
南
島
原
市
の
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
で
あ
る
「
南
島

原
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
」
で

多
額
を
寄
附
。

ぎ

中学校時代の兄清孝氏船の電気工事を手掛けていたころの古野家
中列右から２人目が兄清孝氏、後列右が

弟清賢氏

1940年ごろの口之津桟橋

　
魚
群
探
知
機

ー

　
そ
の
名
の
と
お
り
魚
の
群
れ
を

探
す
装
置
で
す
が
、
こ
の
「
魚
群

探
知
機
」
を
発
明
し
、
こ
の
世
に

送
り
出
し
た
二
人
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。

　
世
界
の
漁
業
の
歴
史
を
大
き
く

変
え
た
、
古
野
清
孝
・
古
野
清
賢
。

今
月
は
、「
創
造
　
〜
泡
で
ヒ
ン
ト
。

夢
を
つ
か
む
〜
」
と
題
し
て
、
南

島
原
市
か
ら
世
界
に
羽
ば
た
い
た

二
人
の
天
才
を
特
集
し
ま
す
。

口之津歴史民俗資料館では、古野電気の歴史を見学
することができます。

名誉市民証を今年3月29日㈰に授与

昨年の授賞式にも駆けつけて
いただきました
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